
役場の窓辺から yakuba no madobe kara役場の窓辺から yakuba no madobe kara

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年４月18日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　木村愛子・勝川邦子・澤井初美
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年10月17日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　森井勝代・奥野恵美子・中原すま子
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

いつでもチャージ　1,000円単位からOK！
いつでもチャージ　金額の５％分をサービス！
誕生日の10％割引！

特典❶ 

特典❷ 

特典❸ 

◆魚勇プリペイドカード

プリペイドカード会員様
募集中！

総合食料品店

魚勇
お弁当、オードブル、寿司、刺身、
BBQ用精肉等 ご注文承ります。

【お友達ポイント実施中!!】
皆さまのご近所に ｢移動手段がなくて当店にご来店できない」など…お買い物にお困りの
方がいらっしゃいましたら、ぜひご一緒にお連れいただければ助かります。
その際、引率者の方へ茶娘ちゃんカードのお買い物ポイントを５倍進呈させていただきます。

令
和
３
年
度
川
根
本
町

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
川
根
本
町
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
資
源
の
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
住
宅
の
屋

根
へ
の
設
置
に
適
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
）」「
住
宅
用

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
」「
太
陽
熱
温
水
器
」「
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
型
給
湯
器
」「
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
」「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
給
湯
器
」
を
設
置
す
る
方
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
の
設
置
を
考
え
て
い
る

ご
家
庭
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
本
制
度

を
受
け
る
た
め
に
は
事
前
申
請
が
条
件
に
な
り
ま
す
。（
申

請
は
、
工
事
着
工
前
の
提
出
が
条
件
で
す
。
機
器
設
置
後
の

申
請
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

　
手
続
き
方
法
等
、
詳
細
は
、
川
根
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

役
場
く
ら
し
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

令
和
３
年
度
予
算
金
額
に
達
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
場
合
は
、

補
助
金
申
請
の
受
け
付
け
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
】川
根
本
町
役
場

　
　
く
ら
し
環
境
課 

環
境
政
策
室

　
　
〒
４
２
８-

０
３
１
３ 

川
根
本
町
上
長
尾
６
２
７
番
地

　
　
☎（
56
）２
２
３
６

　
　
FAX（
56
）１
１
１
７

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、「
第
十
一
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
」
の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、体
調
に
不
安
が
あ
る
場
合

や
お
急
ぎ
で
な
い
場
合
に
は
、
請
求
期
間
が
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
状
況
が
落
ち
着
い
て
か
ら
の
お
手
続
き
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
概
要
〉

● 

支
給
対
象
者

　
　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

　「
公
務
扶
助
料
」
や
「
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

　
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給

　
　
① 

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

　
　
② 

戦
没
者
な
ど
の
子

　
　
③ 

戦
没
者
な
ど
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

　
　
　 （
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
等
の
要
件
を
満

　
　
　  

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

　
　
④ 

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

　
　
　 （
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

　
　
　  

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。）

● 

支
給
内
容

　
　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

● 

請
求
期
間

　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

● 

そ
の
他

　
　
郵
送
に
よ
る
請
求
も
可
能
で
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
事
前

　
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】健
康
福
祉
課
　
地
域
福
祉
室
　
☎（
56
）
２
２
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
窓
口
業
務
室
　
☎（
58
）
７
０
７
０

山
林
で
作
業
や

ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方
へ

　
町
内
で
は
、
下
記
の
期
間
に
て
鳥
獣
の
狩
猟
が

行
わ
れ
ま
す
。

●
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
11
月
１
日
㈪
か
ら
令
和
４
年
３
月
15
日
㈫

ま
で

●
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣

　
11
月
15
日
㈪
か
ら
令
和
４
年
２
月
15
日
㈫

ま
で

　
期
間
中
、「
わ
な
」「
猟
銃
」「
網
」
を
使
用
し
た

狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
作
業
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

山
菜
摘
み
等
で
山
林
に
入
ら
れ
る
方
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
狩
猟
者
が
視
認
し
や
す
い
よ
う
、
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
白
色
や

迷
彩
色
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。（
白
色
は
シ
カ
の
お

尻
と
同
色
の
た
め
、
狩
猟
者
に
誤
認
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。）

②
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が
鳴
る
も
の
を
携
帯
し
た

り
、
声
を
出
し
て
歩
く
な
ど
、
自
分
の
存
在
を
周

囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

③
獣
道
に
は
「
わ
な
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
常
の
山
道
か
ら
奥
に
は
で

き
る
だ
け
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④「
わ
な
」
の
設
置
場
所
付
近
に
は
、
設
置
者
の
氏

名
等
が
記
載
さ
れ
た
標
識
が
付
い
て
い
ま
す
。
標

識
が
あ
る
場
合
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
】川
根
本
町
猟
友
会
事
務
局

　  

（
農
林
課
・
林
業
振
興
室
内
）☎（
56
）２
２
２
６

みどりの食料システム戦略〔農林水産省〕みどりの食料システム戦略〔農林水産省〕
　農林水産業や地域の将来を見据えた持続可能な食料システムを構築するため、調達、生産、加工・流通、消費
の各段階で、温室効果ガスの排出削減や脱炭素化、化学農薬の削減など、生産力向上と持続性の両立を実現す
るための新たな政策方針として、令和３年５月に「みどりの食料システム戦略」が策定されました。

“ひとりひとりが食品ロスの削減や地場産品・有機食品の消費拡大、
外見重視の見直し、日本型食生活を行うことで、温室効果ガスの削減
や環境に配慮した生産者を応援することになります。”

・ 気候変動・大規模災害の増加
・ 農林水産分野の温室効果ガスの排出
・ 生産基盤の脆弱化
・ SDGsや環境をめぐる課題と国内外の動向等

みなさまのご理解、ご協力をよろしくお願いします。

詳しくは、
農林水産省ホームページを
ご覧ください。

我が国の食料・農林水産業の課題我が国の食料・農林水産業の課題

★農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現
★化学農薬の使用量（リスク換算）を50％低減
★輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％低減
★耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を25％(100万ha)に拡大等

本戦略が2050年までに目指す姿本戦略が2050年までに目指す姿

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415


